
→：LT 城西見学

成瀬・猪熊建築設計事務

所設計の LT 城西へ見学

に行きました。案内して

くださったのは、建築関

係者でかつ現在も LT 城

西に住まわれている方で

した。建築関係者として

の説明や意見、住民とし

ての意見や他の住民の方

の声などを聞かせていた

だくという、滅多にない

貴重な機会でした。

←↑：花見

３月に竣工したばかりの ” あじまの家 ”

にて。畳コーナから見える桜は普段とは

また違った花見となりました。４回生の

先輩方がお昼頃から準備を始め、美味し

い料理を振舞ってくださいました。調理

から片付けまで、一貫して何か物事に関

わるのはいかにも柳沢研らしいですね。

↓：BBQ　

解体作業中の相生山の家にて BBQ を行いました。コンクリー

トの躯体が剥き出しとなった空間の中で行う BBQ は、人生で

二度とない経験だったと思います。先生のお子さん達も参加

し、終始和気藹々とした雰囲気で楽しみました。

↑：新入生歓迎コンパ

第０回ゼミの後、今年度メンバー初の飲み会を行い

ました。新３年生は初めての柳沢先生とのお酒の席

で、みんな緊張していました。

150326　前期　第０回ゼミ

　　　　  新歓

150402　研究室花見 - あじまの家

150406　前期　第１回ゼミ

150407　児玉誕生日

150409　犬山まち歩き

150413　前期　第２回ゼミ

150414　LT 城西見学会

150415　吉川誕生日

150416　犬山 P ミーティング

150420　前期　第３回ゼミ

150422　犬山クラス会

150423　前期　第１回プロジェクトゼミ

150427　前期　第４回ゼミ

　　　　  菅沼誕生日

150428　今江誕生日

150430　前期　第２回プロジェクトゼミ

150510　川端誕生日

150511　前期　第５回ゼミ

150514　前期　第３回プロジェクトゼミ

150516　研究室 BBQ- 相生山

150518　前期　第 6 回ゼミ

150519　有松企画打ち合わせ

150521　前期　第４回プロジェクトゼミ

　　　　  鈴木友誕生日

名城大学柳沢研究室

B3 遠藤結夏（yuka endou）

２０１５年度クロニクル

B4 加藤大誠（taisei katou）

B4 河合栄拓（masahiro kawai）

B4 大野将弥（masaya oono）

B3 保浦開（hiraku hobo）

B3 児玉春香（haruka kodama）

B3 今江将吾（shogo imae）

B4 長屋美咲（misaki nagaya）

B3 鈴木結貴（yuki suzuki）

B4 水野由女（yume mizuno） M1 溝呂木雄介（yuusuke mizorogi）

B4 市村千尋（chihiro itimura）

B3 川嶌梓 （azusa kawashima）

B3 吉川千由希（chiyuki yoshikawa） B3 竹内久美子（kumiko takeuti）

B3 髙間智子（tomoko takama） B4 諏訪匠（takumi suwa）

B3 鈴木友之（tomoyuki suzuki）

B4 川端一輝（kazuki kawabata）

B4 及部友誉（tomohiro oyobe）

M1 菅沼昂志 （takashi suganuma） B4 高野哲也（tetsuya kono） 柳沢究（kiwamu yanagisawa）



150525　前期　第７回ゼミ

150526　諏訪誕生日

150528　前期　第５回プロジェクトゼミ

150601　前期　第８回ゼミ

150605　川嶌誕生日

150606　建築研究会 - 滋賀

150604　前期　第６回プロジェクトゼミ

150608　前期　第９回ゼミ

150611　前期　第７回プロジェクトゼミ

150615　前期　第１０回ゼミ

150618　前期　第８回プロジェクトゼミ

150621　犬山 P 市役所展示

150622　前期　第１１回ゼミ

150628　犬山 P 展示撤収

            　 プロジェクト打ち上げ - あじまの家

150629　前期　第１２回ゼミ

150709　修士ゼミ

150706　前期　第１３回ゼミ

150713　前期　第１４回ゼミ

150716　計画系修士中間発表

            　 有松企画打合せ

150719　計画系ボーリング大会

150720　前期　第１５回ゼミ

150727　山本誕生日

150730　研究室内前期中間発表

150806-08　ゼミ旅行 - 和歌山

150808　柳沢先生誕生日

150809　遠藤誕生日

150815-0902　加子母木匠塾

150820　保浦誕生日

150826　竹内誕生日

150827　及部誕生日

150910　市村誕生日

150912　高野誕生日

150914　後期　第１回３年生ゼミ

150916　後期　第１回４年生ゼミ

150919　大野誕生日

150921　有松まち歩き

150924　修士ゼミ

150928　後期　第２回３年生ゼミ

150930　卒業レポート提出

151001　中川運河 P 調査

151003　犬山 P 打ち合わせ

151005　後期　第３回３年生ゼミ

151006　卒業レポート発表会

151009　卒業研究中間報告

151010-11　有松 P　無印ワークショップ

151012　後期　第４回３年生ゼミ

151014　後期　第２回４年生ゼミ

151015　修士レポート提出

151017　犬山シンポジウム

151019　修士レポート発表

              　後期　第５回３年生ゼミ

151021　後期　第３回４年生ゼミ

151022　修士ゼミ

              　MS-26　有松ミーティング

151024　鈴木結誕生日

151026　後期　第６回３年生ゼミ

151027　河合誕生日

151028　後期　第４回 4 年生ゼミ

151029・30　有松 P ヒアリング調査 - 京都

151104　後期　第５回４年生ゼミ

151107　さくら村ツリーハウス

－薪が紡ぐ小屋－

名城大学制作物
　これから先、数えきれない薪がここで使われる事を待つだろう。薪小屋は、それらの薪をためるだけの場所なのだろ

うか。私たちは、薪小屋にはもっと役目があるのではないかと考えました。

　自然のサイクルの中間地点として、加子母の人々のコミュニケーションの場として、そして加子母の風景の一部として。

この小屋はこれから先、加子母の風景・加子母の人々・加子母の木、数多くの加子母を紡いでいくだろう。
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↑→：ゼミ旅行　

２泊３日で和歌山へとゼミ旅行に行きました。

１日目は近代県立美術館、松下記念博物館、湯

浅町。その後民宿へと泊まり、２日目は熊野古道、

千畳敷、白良浜へと行きました。熊野古道では

晴天のもと班に分かれてひたすら歩き、和歌山

の自然を大いに堪能しました。千畳敷では砂岩

と空と海の三つを堪能しました。白良浜では海

の家にて BBQ をして泳いで盛り上がりました。

3 日目は川久、太一町、那智大社へと行きました。

川久では一本一億もする柱に驚き、太一町では

海に近い町ならではの工夫を施した町並みを楽

しみ、那智大社では日本三大名滝の一つと言わ

れる「一の滝」を拝むことができました。和歌

山の自然を味わいつくした３日間となりました。

↑：プロジェクト打ち上げ

前期のプロジェクトがひと段落ついた

のであじまの家にて皆で料理を持ち寄

り、打ち上げを行いました。食後は犬

山プロジェクトの成果物発表を、スク

リーンとしての利用を考慮し設計され

た扉にプロジェクターで映し出して行

いました。

←↓：第一回建築研究会　

第一回目の研究会は滋賀県へ。藤

森照信氏設計のラ・コリーナ近江

八幡、セトレマリーナ、多賀町、

佐川美術館へ行きました。セトレ

マリーナのチャペルでは目の前が

琵琶湖の素晴らしい景色でした。

将来はこんな場所で・・・と女性

陣が大騒ぎしていました。

←→：加子母木匠塾　薪小屋

2 年目となる今年度では薪小屋

を製作しました。ゼミ生以外の1、

2 年も加わって、2 週間加子母で

行いました。工程通りに進まな

かったり、図面通りにいかなかっ

たり、難しいことが多々ありま

したが無事に完成させることが

できました。

→：加子母木匠塾　集会所の改修

2 年目となった集会所の改修も今年度で完

成を迎える事ができました。歪みが様々な

部分に生じ、こちらも困難な作業が続きま

したが、完成できました。実際に家を建て

る時のような工程が多かったので、この改

修は大きな自信につながりました。

↓：鍋パーティー

２回生の勧誘、交流会を兼ねて鍋パーティー

を行いました。１５名ほどの２回生が参加し、

主にゼミの活動内容など様々な話をしました。

その後はプロジェクトの WS への参加や卒業

設計のお手伝いをしてくれた人もいました。

←↑：第二回建築研究会

二 回 目 の 研 究 会 は 岡 崎 へ。

sudio velocity 設計の " 大門

の家 " と " 愛知産業大学 " で

は栗原健太郎さんに案内して

いただきました。実際に建築

を目の前にして、設計された

建築家の方のお話を伺えるの

はとても貴重な機会で、みん

な興味津々でした。

－薪が紡ぐ小屋－

名城大学制作物
　これから先、数えきれない薪がここで使われる事を待つだろう。薪小屋は、それらの薪をためるだけの場所なのだろ

うか。私たちは、薪小屋にはもっと役目があるのではないかと考えました。

　自然のサイクルの中間地点として、加子母の人々のコミュニケーションの場として、そして加子母の風景の一部として。

この小屋はこれから先、加子母の風景・加子母の人々・加子母の木、数多くの加子母を紡いでいくだろう。
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下本町タマリウム

←↓：相生山プロジェクト

相生山プロジェクトは、名古屋市緑区にある築 40 年の

RC 造戸建住宅を改修するプロジェクトです。４月初め

に行われた解体工事の参加は新３年生にとっては初めて

訪れる建築現場でした。この解体工事で建築の成り立ち

と素材の力強さを学んだ後、改修案を SD レビューに応

募しました。タイトルは「まち∩いえ」とし、現在の町

に対して閉鎖的な建物群の中に、「道路境界から建物内

部まで貫通する大階段」と「2 階の内と外を入れ替える」

という２つの操作によって、いえとしての領域を薄め、

まちのエアポケットとなるような住宅を提案しました。

その後、新たなプランの元、工事が着工されました。２

月には内装の左官仕上げの一部を手伝わせていただきま

した。初めての左官塗りに戸惑いましたが、左官塗りの

楽しさや自然素材のもつ素朴さに魅せられる有意義なプ

ロジェクトになりました。

↓→：有松町家プロジェクト

今年度の有松プロジェクトは、改めて有松が

どんな町なのかを知るため、町全体や町家の

特徴を確認しながら歩いたり、有松絞りのワー

クショップを開催したりしました。また、有

松絞り未経験の学生がほとんどであったため、

括りの技法を使う絞り体験や染め公房の見学

なども行いました。そして、名城大学開学

１００周年に向けた「MS-26」プロジェクト

の一貫として、町家キャンパスを保有してい

る京都と奈良の大学を対象に、町家活用の事

例調査を行いました。今後、名城大学として

有松の町家を活用していく上で参考になるこ

とを多く学びました。有松は平成 28 年 2 月

29 日に、伝統的建造物群保存地区（通称：伝

建地区）に決定しました。有松への注目度は

一層増します。私達は有松の魅力をさらに伝

えていくため、これからも活動していきます。

←↓：豊田市ツリーハウスプロジェクト

豊田市旭地区にある山の中に、さくら村というアスレチック

広場があります。ここは、そこの山主さんの「義理人情に

厚い子供なってほしい」という願いの元に計画が始められた

秘密基地です。ツリーハウスプロジェクトとは、この秘密基

地のシンボルである桜の木にツリーハウスを作るというプロ

ジェクトです。月に１度山へ行き、大工の中村さんや建築家

の安井さんと共に自分たちの手で一から作り上げていきます。

また、そのすぐ側の敷地に第二基地の開設を予定しており、

そこの設計を学生に任せてくれるということで、これから計

画を進めていこうと考えています。

↑→：中川運河プロジェクト

中川運河では、かつて水運が盛んに行われ、倉庫が多く建ち並んでいま

した。しかし、時代の流れと共にその風景は失われつつありまつ。中川

運河プロジェクトでは、倉庫の価値と中川運河の魅力を発信するため、

昨年度から実地調査・分析を行っています。その調査結果をまとめたカ

タログ「認定！中川運河遺産～倉庫から見る中川運河の魅力～」が今年

度末、ついに完成しました。小栗橋～篠原橋間を対象とし、石積護岸の

有無やクレーンの有無などのポイントを定め、独自の観点で魅力的な倉

庫を選出しています。これから市役所や都市センター、港湾組合へ成果

報告をし、中川運河の魅力を発信していきます。今後は運河や倉庫を活

用したイベントや倉庫の改修提案などの活動を予定しています。

↑↓：犬山プロジェクト

犬山城下町地区が多くの人々が訪れる観光地である一方で、下

本町の下本町防災ビルは、城下町からの人の流れが途絶えてお

り、空き店舗や空き家が多くなっています。私たちはこの数

年、防災ビルについて調査をしてきて、今年度はこれまでの調

査とそれに基づく防災ビルの活用提案をパネルと模型で表しま

した。そしてその提案を具体的なものとするために、まずは市

民の方に知ってもらい、意見を取り入れていくことが必要と考

えて、6 月に犬山市役所、11 月に防災ビル内の星月夜さんの

2 階で展示会を開催しました。その後は神奈川県藤沢市と富山

県氷見市の防災建築街区の調査を行いました。犬山市と比較し

てみると、犬山は観光客に恵まれている方で、防災ビルの活用

の可能性があると確認できました。今後は、活用提案を防災ビ

ルの中の一部をお借りして行うことを目標としています。



151108　建築研究会 ‐ 岡崎

             　髙間誕生日

151109　後期　第７回３年生ゼミ

151111　後期　第６回４年生ゼミ

151112　計画系卒業研究中間発表会

151114　修士研究中間発表会

151116　後期　第 8 回３年生ゼミ

151118　後期　第７回４年生ゼミ

151121　犬山 P 防災ビル展示・交流会

151123　後期　第９回３年生ゼミ

151124　鍋パーティー

151125　後期　第８回４年生ゼミ

151130　後期　第１０回３年生ゼミ

151202　後期　第９回 4 年生ゼミ

151203　MS-26　有松ミーティング

151205　有松ゼミナール　vol.1

             　長屋誕生日

151207　後期　第１１回３年生ゼミ

151209　後期　第１０回４年生ゼミ

151212　有松絞り・まち歩きワークショップ

151214　後期　第１２回３年生ゼミ

151216　後期　第１１回４年生ゼミ

             　 犬山展示 海道研究室合同反省会

151221　修士ゼミ

151223　後期　第１２回４年生ゼミ

151226　さくら村ツリーハウス

              　犬山展示撤収・打ち上げ ‐ 星月夜

151227　溝呂木誕生日

151228　研究室忘年会

160106　後期　第１３回４年生ゼミ

160112　後期　第１３回３年生ゼミ

160113　後期　第１４回４年生ゼミ

160121　修士ゼミ

             　 MS-26　有松ミーティング

160124　水野誕生日

160127　松田誕生日

160201-06-07　相生山土天井ワークショップ

160208　卒業研究最終報告

160209-10　犬山防災ビル調査 - 藤沢

160212　有松ミーティング

             　渡辺誕生日

160216　卒業研究発表会

160217　修士研究公聴会

             　修士ゼミ

160224　卒業研究審査会

160228　有松ゼミナール　vol.2

160301　竹原義二講演会

160311　わが家のリフォームコンクール授賞式

160314　加藤誕生日

160316-17　有松ヒアリング調査 ‐ 奈良

160318　卒業式

160320　木こりと大工と行く原生林ツアー

160322-23　犬山防災ビル調査 ‐ 氷見

160324　追い出しコンパ
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改修前平面図・配置図

「あじまの家」は、宗教的な場である〈お堂〉に沿ってＬ字型に生活
空間が配された平屋です。生活の変化に応じて改修を重ねた痕跡
が随所に見られました。お堂と比較的状態の良い部屋を除いた範

囲を改修対象として、断熱改修・構造補強を行うとともに、デザイ

ン面では次の三点を改修の基本方針としました。

①お堂の存在を感じる一室空間
②時間の蓄積の空間体験
③学生による施工を活かしたデザイン

① お堂の存在を感じる一室空間

工夫したポイント

お堂の内部は改修対象外ですが、この住宅の象徴的中心としてお堂の存在を感じることができるよう、また連なる一室空
間をまとめあげるために、お堂の外周壁を荒々しい土壁で仕上げました。そして両者をつなぐ大小の開口部を設けました。

キッチンから連続する土壁は、ホールと
畳コーナーを経て東側の広い庭へ視線
を導きます。畳コーナーは施主の滞在
時の仕事場であり、サロンにおける親
密なくつろぎの場です。

「あじまの家」改修プロジェクト
学生による住まいに蓄積した時間と思いの継承

「あじまの家」は、終戦頃に建てられた木造住宅です。住宅兼宗

教団体の〈お堂〉として長く使われてきましたが、居住者の他界に

より空家となりました。その子供たちは、自分たちが育った家であ

り地域の人にも親しまれてきた建物を、セカンドハウス兼地域に開
いたサロンとして、改修・活用することにしました。
設計・施工にあたっては、様々な人に関わってほしいという施主の
思い、また木造建築について学ぶ教育的効果への期待から、教員

及び大工の指導の下、学生が中心となって行いました。

Ａ：畳コーナーからホール・キッチン方向を見る

Ｂ：ホールからお堂方向を見る

Ｃ：キッチンからお堂方向を見る。お堂外周に土壁が連続する

改修後平面図

Ｄ：畳コーナー

左／A’：改修前の和室１（Ａと同アングル）
右／D’：改修前の玄関（Dと同アングル）

改修前後の比較

改修対象外
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←↓：あじまの家プロジェクト

”「あじまの家」改修プロジェクト ” が「わが家のリフォーム

コンクール名古屋市長賞」をいただきました。柳沢先生と大工

の中村さん、施主の神野さんと大西さん、2014 年度柳沢研究

室ゼミ生、全員の力を合わせたお陰です。これからも、多くの

人にここで得たことを少しでも伝えていきたいです。

↓：忘年会

１２月には忘年会を行いました。OB の先輩方

も数名参加してくださり、この一年頑張った

ことをお互いに労ったり、来年のことを話し

たりして楽しみました。毎年恒例の先生や OB

を含めてのプレゼント交換も行い、大いに盛

り上がりました。

↑：卒業制作・卒業制作講評会　

卒業制作では１〜３回生の多くの後輩達が先輩

方の作品を手伝いました。今年度の講評会では

教員が数人のグループに分かれて、ポスター

セッションのように作品を巡回して行う形式

だったので、質問が多く飛び交いました。先輩

方の作品はどれも力作揃いで、半日に及ぶ密度

の高い審査会となりました。柳沢研究室からは

高野先輩が優秀賞、加藤先輩が奨励賞、大野先

輩が特別賞を受賞しました。

←↑：竹原義二講演会

学校の教育プログラムである MS- ２６の一環

で名城大学の学生が主体となり、建築家の先生

をお招きし、講演会を行いました。中でも竹原

義二先生は柳沢研究室のメンバーが中心になっ

て、先生の事務所を訪ね講演会を計画しました。

学生が先生の作品を読み解き発表した後に先生

の講演を行うなど、一味違った講演会でした。

作品を読み解くのは簡単なことではありません

でしたが、このプログラムを担当した学生は大

きく成長することができました。

↑：卒業式

今年度、柳沢研究室では４回生９名が卒業しました。先輩方は

後輩にとても優しく指導をしてくださいました。写真は恒例に

なりつつあるゼミ室の手作り棚の前にてパシャリ。

追い出しコンパ：↑

３月末には追いコンを行いました。今年の３回生からの贈り物

は柳沢研らしく、自作コンクリート USB とアルバムと動画でし

た。先輩や後輩からのメッセージに涙ぐむ人も…。先輩達とは

これで最後ではなく、ゼミ室に遊びに来て頂いたり、現場作業

に参加して頂いたりすることもあると思います。こんなにも卒

業後に強い結びつきがある研究室は他にないと感じました。

↑→：木こりと大工と歩く原生林ツアー

木こりの杉野さんの引率のもと、原生林

ツアーに来年度のメンバーで参加しまし

た。段戸裏谷原生林を散策し、人工林に

てヒノキの伐採を体験し、伐採した木を

製材所へ運び製材するところを見せてい

ただきました。原生林の中で感じたこと

や杉野さんから教わったことは普段の大

学の講義では得られないことでしたが、

建築を学ぶ者として知っておかなければ

ならない重要なことばかりでした。


